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１．報告事項 

 １）委員の退会                  ２）登録の変更 

①専門家     （須田
す だ

 直之
なおゆき

）                ①公募委員 個人 （吉田
よ し だ

 幸二
こ う じ

） → 公募委員 団体 （特定非営利活動法人  

②公募委員 団体 （日本雁を保護する会）                                            水辺基盤協会） 

③公募委員 団体 （沖宿下石田干拓水利組合） 

   ④公募委員 団体 （特定非営利活動法人 水質協会（茨城分室））                               以 上 

⑤公募委員 個人 （石川
いしかわ

 享
きょう

市
いち

） 

⑥公募委員 個人 （伊藤
い と う

 春樹
は る き

） 

⑦公募委員 個人 （植田
う え だ

 昌
まさ

明
あき

） 

⑧公募委員 個人 （大川
おおかわ

 幸一
こういち

） 

⑨公募委員 個人 （貝塚
かいづか

 勇
いさむ

） 

⑩公募委員 個人 （菊地
き く ち

 敏夫
と し お

） 

⑪公募委員 個人 （酒井
さ か い

 武
たけ

一郎
いちろう

） 

⑫公募委員 個人 （諏訪
す わ

 茂子
し げ こ

） 

⑬公募委員 個人 （高野
た か の

 哲夫
て つ お

） 

⑭公募委員 個人 （滝
たき

 雅
まさ

己
み

） 

⑮公募委員 個人 （羽
は

成
なり

 文
ふみ

雄
お

） 

⑯公募委員 個人 （藤野
ふ じ の

 佳織
か お り

） 

   ⑰公募委員 個人 （吉田
よ し だ

 明子
あ き こ

⑱公募委員 個人 （

） 

吉田
よ し だ

 智行
ともゆき

） 
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３）第 20回協議会議事録の確認 

（1）日時：平成22年2月13日（土） 13：30～15：30 

（2）会場：霞ヶ浦環境科学センター 多目的ホール 

  （3）議事： 

①開会 

②委員の交代・退会 

③第19回協議会の結果 

④途中参加委員について（審議） 

⑤途中参加委員に関する申し合わせ事項（原案） 

⑥A区間の協働事業活動報告 

⑦A区間・B区間の調査報告 

⑧自然再生協議会全体スケジュール 

⑨委員継続の意思確認について 

⑩全国の自然再生事業の状況 

⑪閉会 

（4）議事要旨： 

1．委員の交代・退会 

・委員の交代・退会について報告を行った。              【議事録（案）2頁】 

2．第19回協議会の結果（確認事項）        【議事録（案）3頁】 

・第19回協議会の議事要旨（案）と議事録（案）については、確認を行い了承された。 

3．途中参加委員について（審議）        【議事録（案）4頁】 

・昨年７月に途中参加希望の申し出があった霞ヶ浦グラウンドワークについては、協議会出席委員から参加の承認が

得られた。 

4．途中参加委員に関する申し合わせ事項（原案）      【議事録（案）5頁】 

・途中参加委員に関する申し合わせ事項（原案）については、協議会出席委員から承認が得られた。 

5．A区間の協働事業活動報告（報告事項）             

・A区間の協働事業活動では、「ワンド周辺と観察路の除草」、「区域内のゴミ拾い活動」、「メンバー内での自然観察会」

等を行った。          【議事録（案）7頁】 

・記録係の写真（景観）の扱いをホームページ等で協議会の広報活動に活用できないかという意見では、現地が池や観

察路の整備を行っている段階であることから人を招き入れる段階ではないと考えている。  

           【議事録（案）10頁】 

 

 

・活動状況については、霞ヶ浦河川事務所のホームページにて公開している。【議事録（案）10頁】 

・整備完了後の広報活動としては、土浦市の環境基本計画推進委員会が行っている環境展、地区公民館祭などで、

協議会活動を展示、アピールしてもらえば、市民の関心が集まるのではないかと考えられる。また、銀行のロビ

ーでの展示は、地域の方から理解を頂く上で有効な手段と考えられる。    

     【議事録（案）11頁】 

【議事録（案）14頁】 

6．A区間・B区間の調査報告（報告事項） 

・モニタリング調査(植物調査)の実施報告を行った。   【議事録（案）15頁】 

・植物調査結果は、目標像との比較として示すべきである。  【議事録（案）17頁】 

  →整理結果を次頁に示した。 

7．自然再生協議会全体スケジュール 

・次回協議会は、事務局案としては、連休明けに開催する予定である。 

                         【議事録（案）22頁】 

・次回からの議案としては、B区間の事業内容の細部について協議する予定である。 

                                                    【議事録案）22頁】 

8．委員継続の意思確認について 

・次期任期（平成22年4月1日～平成24年3月31日）への手続きは、委員継続の意思を確認することとなった。                           

    【議事録（案）22頁】 

9．全国の自然再生事業の状況 

・自然再生協議会情報連絡会議（東日本）の報告を行った。  【議事録（案）24頁】 

 

（5）参加者 

1）協議会委員 

所属等 参加人数 

専門家  4名 

公募委員 
団体 3名 

7名 
個人 4名 

地方公共団体 

茨城県 4名 

6名 土浦市 1名 

かすみがうら市 1名 

関係行政機関 
国土交通省 霞ヶ浦河川事務所 1名 

2名 
独立行政法人水資源機構 利根川下流総合管理所 1名 

途中参加希望 霞ヶ浦グラウンドワーク 1名 

合計 20名 

 

2）その他 

所属等 参加人数 

傍聴者 一般、マスコミ 3名 

 



―第 21回協議会資料― 2010.7.31 
 

 

3 

 現状の植生の評価（平成 21 年） 
  

 平成 21 年 11 月作成の植生図に基づき、目標に対する A 区間の現状の植生を評価した。 
 

＜現状の植生の評価＞ 

 植生の評価は、平成 21年の植生図（右下図）に 

基づき、以下の３つに分類し、「植生の評価」（右 

上図）に示した。 

 

 

植生管理が必要な場所 

 在来種を駆逐する可能性のある外来種（セイタ 

カアワダチソウ）の群落、あるいはそのような群 

落に推移する可能性が高い外来種の群落（オオア 

レチノギク－ヒメムカシヨモギ群落）は、植生管 

理が必要と考えられる。 

 

経過観察が必要な場所 

 駆除等の植生管理を行う必要はないものの、今 

後の植生の推移を見守るべき群落と考えられる。 

例えば、イヌビエ－オオクサキビ群落等の一年生 

草本群落は、今後ヨシ群落等の抽水植物群落への 

推移が期待されるが、これが外来種の群落に推移 

する場合は植生管理が必要となる。 

 

目標に達した場所(1)～(5) 

 地盤高に応じた在来種からなる群落が成立して 

いる。植生管理は不要と考えられる。図中では、 

地盤高に応じて、以下に示す(1)～(5)に分けて図 

示した。 

(1)沈水植物群落：マツモ群落 

(2)ヒメガマ群落：ヒメガマ群落 

(3)湿生植物群落：ヨシ群落、カサスゲ－ヨシ群落、 

マツカサススキ群落、イ群落等 

(4)オギ群落：オギ群落 

(5)ヤナギ等の樹林：ヤナギ林、落葉広葉群

植生の評価（平成 21 年） 

植生図（平成 21 年） 



 ―第 21回協議会資料― 2010.7.31 
 

4 

 

2．協議（確認）事項 

１）Ｂ区間の事業について 

  これまでの B区間の計画に関わる協議においては、以下の事項について了承が得られました。 

 

・第 13回協議会（平成 19年 3月 24日） 

①自然再生協議会の提案として引堤を実施するという意見が出された。 

②引堤を実施する提案を受け引堤前面の空間を含め自然再生事業実施計画書を作成することとなった。 

③築堤後 3 年間は、現堤防に開口部を開けることができない。このため、早期に築堤計画を作成したい。 

 

・第 14回協議会（平成 19年 6月 3日） 

①引堤にあたっては、治水上必要な断面を確保することで了承をいただいた。 

②現堤防については、開口部設置のための橋梁は設けない。 

③現堤防の改良（天端高を低くする等）について今後検討を行っていくこととなった。 

 

・第 15回協議会（平成 19年 7月 8日） 

①ワンド内の水が淀まないよう湖岸前面の現存植生帯の生育基盤に影響を与えない範囲で、現堤防に開口部を 2 箇所設置することで了承された。 

②事業実施計画（素案）の作成にあたっては、事前に専門会員と協議し、その結果を踏まえ作成することとなった。 

 

・第 16回協議会（平成 19年 8月 5日） 

①専門家委員と協議した結果を踏まえ事業実施計画（素案）を提示した。 

②事業実施計画（素案）の協議では、現堤防の撤去範囲は護岸ブロックまでの高さとした。開口部の幅は既存植生帯の生育基盤に影響を与えない範囲で最大幅を確保した。また、委員からは、排水機場から排水がワンド内に入り

込む可能性があるとの意見があった。参考資料として、現況地盤線、高さを表記した資料をつけるよう意見が出された。参考資料は、委員の方々へ送付することとなった。協議の結果、概ね素案どおりで了承された。再度、各委員

へ送付しご確認いただくことになった。 

なお、実施計画策定後、新堤防前面の空間については、A 区間で得られた知見をもとに今後、変更する可能性がある。 

③各委員へは、事業実施計画書（素案）に関する意見および B 区間の事業実施における役割分担を事前にお聴きし、その結果を踏まえて次回協議会で実施計画書（原案）を提示することとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 17 回協議会で B 区間実施計画了承 
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Ｂ区間の事業工程表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協議会

Ｂ区間施工
(国土交通省)

備　　　　　考
平成19年度 平成20年度 平成23年度

平成21年度 平成22年度

築堤（引堤）工事

(H20.4.5～H20.10.31)

○H19.9.14 自然再生事業実施計画書

【Ｂ区間】策定

○H22.7.31 自然再生協議会において、

実施内容の詳細を協議

養生期間 3年間

(H20.11.1～H23.10.31)
堤防開削及びワンド等

の基盤整備工事

詳細設計 契約手続き 準備期間
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Ｂ区間の計画平面図 ＜自然再生事業実施計画書【Ｂ区間】（平成 19年 9月）より＞
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Ｂ区間の基盤整備の進め方 ＜自然再生事業実施計画書【Ｂ区間】（平成 19年 9月）より＞ 
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事務局（案） 
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３．自然再生協議会全体スケジュール 

 

第２１回協議会（７月３１日）

・Ｂ区間の事業内容について

第２２回協議会（ 月 日）

・

平成２３年度以降

現地見学会（１１月１０日、１１月１８日）

第１回協議会（１０月３１日）

・自然再生協議会設置要綱の承認

・会長、副会長の選出

平成１６年度

第２回協議会（１２月１１日）

・全体構想策定に向けた意見の抽出

自然再生の目標像について

第３回協議会（１月２２日）

・自然再生目標（案）の協議

第４回協議会（３月２１日）

・自然再生目標（修正案）、事業内容（素案）、

役割分担（素案）の協議

霞ヶ浦（西浦中岸）の湖
岸堤環境に関する勉強会

７月８日（第１回）

第５回協議会（５月２１日）

・自然再生全体構想（素案）

の協議

平成１７年度

第６回協議会（７月２３日）

・自然再生全体構想原案の検討

第７回協議会（１０月２日）

・自然再生全体構想の協議

第８回協議会（１１月２７日）

・自然再生実施計画の内容の協議

・全体構想の策定

第９回協議会（１月２９日）

・自然再生実施計画の内容の協議

霞ヶ浦（西浦中岸）の湖
岸堤環境に関する勉強会

９月１１日（第２回）

霞ヶ浦（西浦中岸）の湖
岸堤環境に関する勉強会

１１月１３日（第３回）

霞ヶ浦環境科学センター
開所（４月２２日）

霞ヶ浦（西浦中岸）の湖
岸堤環境に関する勉強会

８月２７日（第４回）

第１０回協議会（７月８日）

・自然再生実施計画の素案の協議

平成１８年度

第１１回協議会（９月３０日）

・自然再生実施計画書【Ａ区間】（案）

の協議

第１２回協議会（１１月１１日）

・Ａ区間の実施計画（修正案）の協議

・自然再生事業実施計画【Ａ区間】（案）の了承

第１３回協議会（３月２４日）

・Ｂ区間事業内容の協議

自然再生事業実施計画【Ａ区間】
主務大臣及び茨城県知事へ送付（１月２４日）

現地見学会
３月２６日

事業の実施・維持管理・モニタリング調査等（Ａ区間）

平成１９年度

Ａ区間（８月２６日）

ＷＧの招集・水路の位置出し

第１４回協議会（６月３日）

・Ａ区間の施工状況視察

・Ｂ区間の実施計画の骨子の協議

第１５回協議会（７月８日）

・Ｂ区間の実施計画の素案の協議

第１６回協議会（８月５日）

・Ｂ区間の実施計画の原案の協議

第１７回協議会（９月９日）

・Ｂ区間の実施計画案の了承

第１８回協議会（３月１５日）

・Ａ区間の作業内容

・Ｂ区間の事業について

自然再生協議会の動向、および
宍道湖西岸の「引き堤」に関する
勉強会 ７月８日（第５回）

Ａ区間の作業実施（１０月２８日、１月５日）

水路の施工

Ｂ区間施工予定（H20.3下旬～）

平成２０年度

第１９回協議会（２月２８日）

・協議会設置要綱の改正

・Ａ・Ｂ区間の安全管理について

・その他

第２０回協議会（２月１３日）

・途中参加委員に関する申し合わせ事項（原案）

・その他

平成２１年度

Ａ区間の完了 水路掘削作業・草刈作業・モニタリング等の継続実施

平成２２年度
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３１日） 

区間割り図 


